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重
要
物
流
道
路
の
代
替
・
補

完
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
国
道

２
８
１
号
は
、
県
北
沿
岸
地
域

と
県
都
盛
岡
市
を
結
び
、
久
慈

港
の
利
用
促
進
や
新
た
な
企
業

立
地
に
つ
な
が
る
重
要
な
路
線

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
90
分
構

想
」
の
実
現
及
び
高
規
格
化
に

向
け
て
関
係
機
関
と
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

橋
梁
等
の
道
路
施
設
の
老
朽

化
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
点

検
と
修
繕
に
よ
り
、
適
切
な
維

持
管
理
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

白
樺
美
林
の
多
く
が
寿
命
を

迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門

家
に
よ
る
技
術
指
針
や
管
理
計

画
を
策
定
し
、「
日
本
一
の
白

樺
美
林
」
の
再
生
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
重
要
な
施
策
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
年
度
新
た
に
助
産

師
を
配
置
し
産
後
ケ
ア
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

子
供
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

全
額
給
付
、
助
成
方
法
の
改
善

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
３
歳

未
満
に
つ
い
て
は
所
得
制
限
撤

廃
を
実
現
し
て
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
助
成
内
容
の
拡
充
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
職
場
等
の

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
を
図
り
、
男
女
が
共
に
仕
事

や
家
庭
、
地
域
に
参
画
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

県
立
久
慈
病
院
に
不
足
す
る
診

療
科
の
医
師
充
足
を
求
め
て
い

く
ほ
か
、
県
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
医
師
養
成
事
業
に
取
り

組
み
、
養
成
医
師
の
市
内
医
療

機
関
へ
の
配
置
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
働
き
か
け
ま
す
。

　

介
護
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
が
介
護
や
支
援
が

必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
整
備
を
進
め
て
い
る

　

３
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
、
再
任
を
賜
り
、

引
き
続
き
３
期
目
の
市
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

久
慈
市
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
は
、
人
口
減
少
と
少
子
化
を

乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
社
会

を
い
か
に
築
く
か
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
協
働
の
理
念
を

基
本
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
重
視
の
市
政
を
継
続
し
、

課
題
解
決
に
向
け
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

　

感
染
対
策
の
要
で
あ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
希
望

す
る
市
民
全
員
が
１
日
も
早
く

接
種
が
完
了
す
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
者
が
厳
し
い
経

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
事
業
転
換
に

伴
う
設
備
資
金
や
事
業
継
続
に

必
要
な
運
転
資
金
の
調
達
を
支

援
す
る
た
め
、
市
独
自
の
利
子

及
び
保
証
料
の
補
給
を
実
施
し

ま
す
。

　

疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
回
復

さ
せ
る
た
め
、
地
域
内
の
消
費

久
慈
広
域
道
の
駅
が
今
年
度
末

に
完
成
を
迎
え
る
予
定
で
あ
り
、

開
業
に
向
け
た
準
備
を
本
格
化

し
、
広
域
市
町
村
の
連
携
に
よ

り
、
既
存
道
の
駅
や
観
光
施
設

等
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
に
な
る
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
活
か
し
、
農
山

漁
村
に
お
け
る
自
然
や
生
活
文

化
体
験
な
ど
の
充
実
を
図
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

久
慈
出
身
の
武
将
、
大
浦
光

信
公
と
津
軽
地
方
を
結
ぶ
歴
史

的
な
縁
を
基
と
し
、
関
係
す
る

５
つ
の
自
治
体
が
連
携
し
て
行

う
「
歴
史
文
化
で
結
ぶ
都
市
間

交
流
事
業
」
を
展
開
し
、
各
地

と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

久
慈
市
の
歴
史
に
つ
い
て
多
く

の
方
が
興
味
を
持
ち
、
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

就
農
相
談
会
や
各
種
補
助
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
営
農
面
積
の

小
さ
い
小
規
模
農
業
者
が
、
持

続
可
能
な
農
業
経
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

循
環
を
生
み
出
す
施
策
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
及
び
雇
用
の
拡
大

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
変
革
の
起
爆

剤
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
久
慈
市
沖
へ
の
導
入
に
向

け
、
環
境
省
委
託
事
業
を
活
用

し
、
風
況
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
た
調

査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県

と
連
携
し
た
、
再
エ
ネ
海
域
利

用
法
に
基
づ
く
久
慈
市
沖
の
区

域
指
定
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

実
証
実
験
の
成
功
に
向
け
た

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
産
業

振
興
や
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
け

る
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊

富
で
あ
る
な
ど
久
慈
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
事
業
所
を
は
じ
め
、

多
種
多
様
な
業
種
の
誘
致
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
既
立
地
企

業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
魅
力

発
信
に
努
め
雇
用
の
確
保
を
図

る
ほ
か
、
久
慈
市
へ
就
職
す
る

若
者
を
支
援
し
地
元
定
着
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

移
住
支
援
サ
イ
ト
や
首
都
圏

で
開
催
す
る
移
住
相
談
会
を
通

じ
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

　
　

　

豪
雨
災
害
、
日
本
海
溝
を
震

源
と
す
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

な
ど
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害

に
対
応
し
た
久
慈
市
総
合
防
災

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
、
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
岩
手
県
が
３
月
に
公
表

し
た
津
波
浸
水
想
定
を
基
に
、

避
難
所
の
見
直
し
や
環
境
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
迅
速
な

避
難
行
動
を
促
す
こ
と
で
市
民

の
皆
さ
ま
の
生
命
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
防
災
の
「
共
助
」
の
要

で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
市
内

全
域
で
の
結
成
と
、
防
災
士
の

育
成
に
取
り
組
み
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

近
年
激
甚
化
し
て
い
る
大
雨

災
害
へ
の
対
策
と
し
て
河
川
改

修
や
排
水
路
の
整
備
な
ど
浸
水

対
策
を
進
め
ま
す
。

子どもたちに誇れる
笑顔日本一のまちへ

市長所信表明演述

　６月９日、第28回久慈市議会定例会議において、　６月９日、第28回久慈市議会定例会議において、
遠藤譲一市長が所信表明演述を行いました。今回は、遠藤譲一市長が所信表明演述を行いました。今回は、
所信表明演述の内容を要約してお知らせします。所信表明演述の内容を要約してお知らせします。

り
組
み
ま
す
。

　

畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
草
地
の
更
新
・
整
備
な
ど
、

粗
飼
料
基
盤
整
備
や
機
械
導
入

等
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
肉

用
牛
の
増
頭
対
策
や
価
格
差
補

て
ん
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

体
質
の
強
い
産
地
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

森
林
整
備
を
推
進
し
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
活
用
に
向
け
、
関

係
団
体
と
の
連
携
や
環
境
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

漁
家
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗
等
の
放

流
や
、
ナ
マ
コ
の
養
殖
、
ギ
ン

ザ
ケ
養
殖
事
業
の
規
模
拡
大
な

ど
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

や
ま
せ
土
風
館
と
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

の
連
携
に
よ
る
市
街
地
全
体
の

賑
わ
い
創
出
や
回
遊
性
の
向
上

を
図
り
、
商
店
街
へ
の
波
及
効

果
の
促
進
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。　

　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
拠
点
と
な
る
総
合
運

動
公
園
の
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

宿
泊
棟
、
小
浴
場
の
改
修
に

つ
い
て
も
着
手
し
、
全
館
営
業

の
再
開
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

次
代
を
に
な
う
子
ど
も
た
ち

が
久
慈
市
に
住
み
続
け
た
い
と

胸
を
張
っ
て
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
全
身
全
霊
を
か

け
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

　

改
め
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

「
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
笑
顔

日
本
一
の
ま
ち
久
慈
」
を
と

も
に
創
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
お

願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
対
策
の
推
進

は
じ
め
に

洋
上
風
力
発
電
事
業
の

　

実
現

エ
タ
ノ
ー
ル
実
証
プ
ラ

　

ン
ト
稼
働
支
援

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

　

ル
宣
言
企
業
な
ど
の
事

　

業
所
の
誘
致

防
災
対
策
の
充
実

道
路
網
の
整
備
促
進

平
庭
高
原
の
「
日
本
一

　

の
白
樺
美
林
」
の
再
生

子
育
て
環
境
の
整
備

医
療
介
護
体
制
の
充
実

「
琥
珀
」と
恐
竜
化
石
、三

陸
沿
岸
道
路
を
活
用
し
た

観
光
交
流
事
業
の
推
進

「
歴
史
」で
繋
ぐ
交
流
連

携
推
進

農
林
水
産
業
の
更
な
る

振
興

市
街
地
の
活
性
化

総
合
運
動
公
園
の
整
備

「
べ
っ
ぴ
ん
の
湯
」の
早

期
再
開

子
ど
も
た
ち
が
誇
れ
る

　

ま
ち
へ

久慈広域道の駅　イメージ


